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貨客混載を通じて自動車運送業の生産性向上を促進します 

～過疎地域等で人流・物流の「かけもち」を可能に～ 
 

 自動車運送業の担い手を確保するとともに、過疎地域等における人流・物流サービスの持続可

能性を確保するため、従来の自動車運送業の縦割りにとらわれず、乗合バスについては全国で、

貸切バス、タクシー、トラックについては過疎地域において、旅客運送と貨物運送の事業の「か

けもち」による生産性向上を可能とする措置を講じます。 
 

１．背景 

 自動車運送業の担い手を確保するとともに、人口減少に伴う輸送需要の減少が深刻な課題となって

いる過疎地域等において人流・物流サービスの持続可能性を確保するためには、従来の自動車運送事

業のあり方とは異なる新しい事業展開を可能とし、その生産性向上を図っていくことが必要です。 

今般、旅客自動車運送事業者は旅客の運送に、貨物自動車運送事業者は貨物の運送に特化してきた

従来のあり方を転換し、両事業の許可をそれぞれ取得した場合には、乗合バスについては全国で、貸切

バス、タクシー、トラックについては過疎地域において、一定の条件のもとで事業の「かけもち」を行

うことができるよう措置を講じます。 
※乗合バス事業者が旅客運送の用に供する車両を用いて貨物運送を行うことができる条件を明確化

する措置を講じるよう、規制改革推進会議の答申（平成２９年５月２３日）にも盛り込まれている

ところです。 
 
２．概要 

①旅客自動車運送事業者がバスやタクシーを用いて貨物を運送する場合 

②貨物自動車運送事業者がトラックを用いて旅客を運送する場合 

のそれぞれについて、最低車両台数や積載できる貨物の重量の上限などの許可の基準を設けます。 

併せて、同一事業者が旅客自動車運送事業、貨物自動車運送事業を兼業する場合において、運

行管理者や補助者の兼務を可能とし、その要件を整理します。 

これにより、同一の車両・運転者・運行管理者等で人と物の輸送サービスを提供できるように

します。 

※参考資料１、２参照 
 

３．今後のスケジュール（予定） 

 パブリックコメント：平成２９年６月３０日（金）～７月３０日（日） 

 通 達 発 出：平成２９年８月７日（月） 

 通 達 施 行：平成２９年９月１日（金） 

【問い合わせ先】 

＜許可の基準について＞ 

自動車局貨物課   三宅  TEL：03-5253-8111（内線 41323） 直通：03-5253-8575 FAX：03-5253-1637 

自動車局旅客課   板垣  TEL：03-5253-8111（内線 41255） 直通：03-5253-8568  FAX：03-5253-1636 

＜運行管理者について＞ 

自動車局安全政策課 櫻井  TEL：03-5253-8111（内線 41623） 直通：03-5253-8566  FAX：03-5253-1638 


